
 

〈
内
容
要
旨
〉 

 

●
同
友
会
の
会
合
で
の
学
び
方
の
意
味
と
は
・
・
・
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
学
び
方
を
し
て
い

ま
す
か
。
た
と
え
ば
、
経
営
体
験
を
聞
く
場
合
は
、
経
営
の
様
々
な
手
法
を
学
ぶ
こ
と
も
含
ま

れ
ま
す
が
、
何
よ
り
も
そ
の
人
の
経
営
者
と
し
て
の
生
き
様
、
経
営
姿
勢
を
深
く
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
学
ぶ
と
は
、
そ
の
人
の
経
験
の
中
か
ら
普
遍
化
（
個
別
的
も
の
を
捨
て
，
共

通
な
も
の
を
と
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
概
念
や
法
則
な
ど
を
引
き
出
す
こ
と
）
で
き
る
も
の
を

つ
か
み
と
り
、
創
造
的
に
自
社
に
生
か
す
こ
と
で
す
。
何
を
ど
う
学
ぶ
の
か
、
学
び
方
の
修
得

と
学
ぶ
力
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。 

 

●
グ
ル
ー
プ
討
論
と
は
・
・
・
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
報
告
者
の
話
を
自
分
の
体
験
に
重
ね

て
聞
き
、
さ
ら
に
他
の
人
の
意
見
や
経
験
も
自
ら
の
体
験
に
重
ね
て
聞
き
、
討
論
す
る
こ
と
で

自
社
の
実
践
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

今
回
は
、
１
０
月
２
２
日
（
木
）
～
２
３
日
（
金
）
に
開
催
す
る
第
１
８
回
障
害
者
問
題
全

国
交
流
会
ｉ
ｎ
愛
媛
を
想
定
し
た
「
グ
ル
ー
プ
討
論
」
を
行
な
い
、
グ
ル
ー
プ
討
論
で
、「
ど

ん
な
学
び
を
得
ら
れ
る
か
」「
深
め
る
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
か
」「
企
業
経
営
に
な
ぜ
グ
ル
ー
プ
討

論
が
必
要
な
の
か
」
実
践
形
式
で
研
修
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

各
支
部
・
地
区
会
の
例
会
に
お
い
て
も
、
グ
ル
ー
プ
長
や
参
加
者
の
や
る
べ
き
こ
と
を
実
践

的
に
学
び
ま
す
の
で
、
理
事
・
幹
事
に
限
ら
ず
会
員
の
皆
様
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

講
師
は
、
愛
媛
同
友
会
や
愛
媛
大
学
提
供
講
座
で
も
グ
ル
ー
プ
討
論
講
師
を
務
め
て
好
評
の

玉
井
和
幸
さ
ん
で
す
。 

 
 

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

 

主
催
：
愛
媛
県
中
小
企
業
家
同
友
会 

今
治
支
部 

共
催
：
愛
媛
県
中
小
企
業
家
同
友
会 

同
友
会
づ
く
り
本
部
（
本
部
長
：
杉
本
太
一
） 

第
１
８
回
障
害
者
全
国
交
流
会
ｉ
ｎ
愛
媛 

実
行
委
員
会
（
実
行
委
員
長
：
北
野
賢
三
） 

同
友
会
事
務
局 

松
山
市
大
可
賀
２
‐
１
‐
２
８ 

ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
３
Ｆ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
９
‐
９
６
８
‐
３
１
１
２ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
９
‐
９
６
８
‐
３
１
０
７ 

ゲ
ス
ト
や
社
員
の
方
が
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
事
務
局
ま
で 

参
加
者
名
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

日
時 

２
０
１
５
年

７
月
２
１
日
（
火
） 

１
８
：
３
０ 

～ 

２
１
：
０
０ 

場
所 

今
治
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

参
加
費 

無
料 

 

※
参
加
申
し
込
み
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ｅ
．
ｄ
ｏ
ｙ
ｕ
に
て 

事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い 


